
「
日
々
精
進
」

上
野
　
穂
高

20
歳
に
な
っ
た
の
で
、
自
覚

と
決
意
を
持
っ
て
日
々
精
進
し

て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。

「
変
わ
り
な
く
」

梶
山
　
上
総

成
人
に
な
っ
た
か
ら
と
言
っ

て
、
特
に
意
識
す
る
こ
と
も
な

い
し
、
こ
れ
を
し
た
い
と
い
う

こ
と
も
な
い
。
た
だ
、
周
り
の

目
が
厳
し
く
な
り
、
ル
ー
ル
が

増
え
、
責
任
が
重
く
な
る
。
そ

れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
そ
ん
な
事
は
あ
ま
り

気
に
せ
ず
、
今
ま
で
ど
お
り
、
20

年
間
の
人
生
を
大
切
に
し
、
こ

れ
か
ら
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
。今
ま
で
ど
お
り
、

変
わ
り
な
く
。

「
成
人
式
を
迎
え
て
」梶山

　
奈
美

①
も
う
少
し
落
ち
つ
く
②
自
分

の
行
動
に
責
任
を
も
つ
③
後
先

考
え
る
④
最
後
ま
で
や
り
と
げ

る
⑤
寛
大
な
心
を
も
つ

「
成
人
を
む
か
え
て
」

勝
山
　
あ
ゆ
み

記
念
に
残
る
式
に
し
た
い
で

す
。
来
年
か
ら
は
新
し
い
生
活

が
始
ま
る
の
で
、
責
任
を
持
っ

て
一
日
一
日
を
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
」

近
藤
　
裕
一

自
動
車
に
色
々
の
種
類
が
あ

る
よ
う
に
、
人
に
も
色
々
な
人

が
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
動
車

と
違
っ
て
、
人
は
常
に
成
長
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
動
車
は
価
値
が
値
段
で
表

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
間
は
値

段
な
ん
か
で
表
せ
る
よ
う
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
は

と
て
も
も
ろ
く
、
自
動
車
の
よ

う
に
乗
り
捨
て
た
り
、
廃
車
に

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
ち
の
悪
い
モ
ノ
で
す
。で
も
、

人
間
は
何
回
ダ
メ
に
な
っ
て
も

や
り
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
動
車
に
は
感
情
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
人
に
は
感
情
と
か
が
表

現
で
き
て
、
た
ま
に
ケ
ン
カ
と

か
し
ま
す
が
、
ま
た
仲
直
り
も

で
き
ま
す
。
人
間
は
、
失
敗
し

て
も
成
長
で
き
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
。

「
成
人
を
む
か
え
て
」中島

　
由
江

人
生
一
回
し
か
な
い
の
で
、

楽
し
み
た
い
で
す
。

「
成
人
式
を
む
か
え
て
」

竹
之
内
　
郁
子

今
以
上
に
、
こ
れ
か
ら
就
職

し
て
我
慢
す
る
こ
と
、
肩
身
の

狭
い
思
い
を
す
る
こ
と
が
多
く

な
る
と
思
う
け
ど
、
自
分
の
信

念
を
貫
き
通
し
、
日
々
成
長
し

て
い
き
た
い
。

「
僕
と
あ
な
た
の
成
人
式
」

中
村
　
啓
悟

20
歳
に
な
っ
た
の
で
、
大
人

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
社
会
福
祉
に
積
極
的
に

参
加
し
て
、「
と
て
も
役
に
立
っ

た
」
と
思
え
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。
今
ま
で
の
自
分
に
さ
ら

に
磨
き
を
か
け
て
切
磋
琢
磨
し

て
初
志
貫
徹
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

「
成
人
を
む
か
え
て
」藤森

　
理
恵

み
ん
な
で
楽
し
い
成
人
式
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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故城本正昭さんは、熊野町商工

会会長として熊野町の商工業の発

展に多大な貢献をされています。

特に伝統的工芸品であり地場産業

である「熊野筆」の発展に尽力され、

毎年開催の全国書画展を日本一の

書道展にまで築きあげられました。

その一方でスポーツの振興にも

情熱を注がれ、熊野町スポーツ少

年団の結成に始まり、筆の里スポ

ーツクラブ、特定非営利活動法人

熊野健康スポーツ振興会を立ち上

げるなど、スポーツを通じた地域

づくりにも貢献されています。

故城本正昭さん

主な経歴・受賞歴
■熊野町商工会理事

（昭和35年～平成18年）

■熊野スポーツ少年団本部長

（昭和47年～平成18年）

■筆の里スポーツクラブ運営委員長

（平成９年～平成18年）

■熊野町商工会会長

（平成10年～平成18年）

■熊野健康スポーツ振興会理事長

（平成17年～平成18年）

○日本スポーツ少年団

創設30周年記念功労者表彰

○日本スポーツ少年団顕彰

○文部科学大臣表彰

（筆の里スポーツクラブ）

南崎 市さんは、昭和44年４月

に熊野町長に就任され、それ以来

５期20年間にわたって町長として

活躍をされています。

在職中は教育文化施設の建設や

県道バイパス整備、熊野トンネル

の開通など、熊野町の発展に多大

な貢献をされています。

また安芸郡町村会会長や広島県

町村会副会長など数々の要職も歴

任され、熊野町のみならず、安芸

郡と広島県全体の発展にも寄与さ

れています。

南崎　市さん

主な経歴・受賞歴
■熊野町長（昭和44年～平成元年）

■熊野町農業委員会会長

（昭和44年～平成２年）

■安芸郡町村会会長

（昭和53年～昭和60年）

■広島県町村会副会長

（昭和56年～昭和58年）

■広島県農業会議会長

（昭和59年～平成2年）

○全国町村会会長表彰

（地方自治功労）

○農林水産大臣表彰

（農業委員会功労）

○広島県社会福祉協議会会長表彰

（社会福祉功労）

○叙勲（勲四等瑞宝章）

熊
野
町
で
は
こ
の
た
び
町
議
会
の
提
案
に
よ
り
、
本
町
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
が
あ
り
、
か
つ
郷
土
の
誇
り
と
し
て
町
民
か
ら
尊
敬
さ
れ
て

い
る
人
に
対
し
て
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
熊

野
町
名
誉
町
民
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

熊
野
町
初
の
名
誉
町
民
に
は
、
町
議
会
の
同
意
を
得
て
次
の
お
二
人

を
決
定
し
、
１２
月
１４
日
（木）
名
誉
町
民
章
を
贈
呈
し
ま
し
た
。（
総
務
課
）

「
熊
野
町
名
誉
町
民
」

の
称
号
を
贈
り
ま
し
た

実行委員（敬称略　五十音順）
委員長：中村啓悟
上野穂高、梶山上総、梶山奈美、勝山
あゆみ、近藤裕一、中島由江、中村昭
文、藤川裕章、藤森理恵、宮本典明

と
　
き

１
月
７
日
（日）

午
後
１
時
　
　
受
付
開
始

午
後
１
時
半
　
記
念
撮
影
・
式
典
・
懇
親
会
等

午
後
２
時
　
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

新
成
人
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

午
後
４
時
　
　
終
了

と
こ
ろ

町
民
会
館

対
象
者

昭
和
61
（
１
９
８
６
）
年
４
月
２
日
〜

昭
和
62
（
１
９
８
７
）
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
　
℡
820
―

５
６
２
１

実行委員会からのお願い

式の進行及び来賓の方々へ

ご迷惑とならないよう、成人

としての自覚を持ち、厳粛な

式典となるよう新成人の皆さ

まのご協力をお願いします。

新成人のことば




